
2018（平成 30）年度 活動報告 

 

 

【Ⅰ、利用者状況】※2019（平成 31）年 3 月 31 日現在 

１、登録者数                   

２、市町別登録者数 

男性 女性 合計 

6 名 8 名 14 名 

  

  

３、利用者年齢構成 

10 代（16 歳～19 歳） 0 名 

20 代（20 歳～29 歳） 3 名 

30 代（30 歳～39 歳） 2 名 

40 代（40 歳～49 歳） 8 名 

50 代（50 歳～59 歳） 1 名 

合計 14 名 

  

４、利用延べ人数 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

131 121 114 133 144 107 169 135 102 106 98 123 1483 

  

５、障害種別による人数 

身体 1 名 

知的 9 名 

精神 3 名 

重複 1 名（身体・知的） 

合計 14 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古郡播磨町 13 名 

加古川市 1 名 

明石市 0 名 

合計 14 名 

特定非営利活動法人 文化・福祉・人権サポート アエソン 

 

地域活動支援センター・ライズアップ＋ 事業報告書 

 



【Ⅱ、生活支援】 

 １、日課 

10 時 開所 13 時 午後プログラム 

10 時 15 分 バイタルチェック（体温・

血圧） 

15 時 休憩・1 日の振り返り 

10 時 30 分 ラジオ体操・朝礼 15 時 30 分 掃除 

10 時 45 分 午前プログラム 16 時 終礼 

12 時 昼食・昼休み 17 時 閉所 

 

 ２、活動内容 

 ・利用者の意見を聴きながら新しいプログラムなども実施した。 

・プログラムと並行し、日中の居場所として自由に本人活動できる部屋を用意（『ふらっと』）している。 

 プログラム  

・創作活動（かな美文字練習、コラージュ作り、みんなで創作、手芸等） 

 ・体力づくり（体を動かそう、ウォーキング） 

 ・調理（調理実習・おやつ作り） 

 ・表現活動（歌おう会、朗読会、詩をつくってみよう） 

 ・勉強会（SST、防災、生活のこと） 

 ・教室（かな美文字教室、絵画教室、水引ワークショップ） 

 ・レクレーション（ゲーム、茶話会、映画鑑賞会等） 

 ・外出（周辺散策や買い物、電車や福祉タクシーを利用した外出） 

 ・出店活動、軽作業、ボランティア活動等 

 

 ３、行事関係 

 ・主な年間行事（地域との交流活動も含む） 

4 月 ・『はりま風薫るフェスタ』出店活動 

・『春の文化祭』ステージ発表（合唱） 

7 月 ・『ふれあいフェスタ』出店活動 

8 月 ・軽作業受託 

・24 時間テレビ募金活動参加 

9 月 ・軽作業受託 

10 月 ・『秋の文化祭』ステージ発表（合唱） 

・『光のアートフェスタ』ステージ発表（合唱） 

11 月 ・『大中遺跡まつり』出店活動 

・『加古川ツーデーマーチ』ボランティア活動 

・『まちかどミュージアム』（水引作品の展示・水引ワークショップ） 

・軽作業受託 

3 月 ・『ユニバーサルスポーツ交流大会』参加（運営補助等） 

・軽作業受託 

 



【Ⅲ、作業支援】 

 １、播磨町からの軽作業の委託を受け、書類の封入作業を受託した（３回）。  

２、『合同会社 Roof』と合同で、播磨町の敬老の日に高齢者に送る贈答品の箱詰め作業を行った。 

 

【Ⅳ、利用者の健康管理】 

  １、通所（来所）時のバイタル測定の実施や、連絡ノートにより利用者の保護者と健康状態の情報を

共有した。 

  ２、年 1 回の健康診断の受診を促し、健康診断の結果をもとに利用者の支援に努めた。 

 

【Ⅴ、利用者支援】 

 １、引継ぎや日報等により、スタッフ全員で利用者の状況を把握し、支援内容や方向性について共有、 

確認、見直し等を行った。 

２、本人や保護者と個別面談を実施し個別支援計画書を作成した。支援計画書を基に個別支援を行

い、モニタリング面談、日々の相談等で支援状況の振り返りや見直しを行った。 

 ３、相談支援事業所や併用利用している事業所と連携を取り、支援の方向性などの確認を行った。 

 

【Ⅵ、人権擁護、虐待防止の取り組み】 

 ・平成 29 年度障害者虐待対応力向上研修に参加し、利用者の権利擁護や虐待防止について考える機 

会を設けた。 

  

【Ⅶ、防災】 

 １、東はりま特別支援学校で実施される避難訓練（火災・地震）に参加した。 

 ２、勉強会において、防災や災害時のことについて利用者と職員が一緒に考える機会を設けた。 

 

【Ⅷ、職員研修等】 

 ・兵庫県社協障害者施設新任研修（5 月 23 日） 

・自殺予防研修（8 月 24 日） 

 

【Ⅸ、資格取得等】 

 １、サービス管理責任者（松山隆介） 

 ２、精神保健福祉士（松山隆介） 

 

【Ⅹ、施設サービス評価、苦情解決】 

 １、施設サービス評価（平成 24 年度第 3 者評価受審） 本年度は受けていない 

 ２、苦情解決 

   登録時に、苦情対応・苦情解決について説明を行ったほか、日々の通所の中で、利用者や保護者

等からの要望等を積極的に聞くよう努めた。 

※苦情対応窓口 苦情受付対応者：松山隆介（生活支援員） 

苦情解決責任者：政本和子（管理者） 

            第三者委員  ：加藤和子氏、杉原延亨氏 



 

【Ⅺ、地域支援】 

『トライやるウィーク』の学生受け入れ 5 月 31 日（1 名） 

明石清水高校インターンシップ受け入れ 7 月 23 日～7 月 27 日（1 名） 

 

【Ⅻ、地域交流】 

 １、地域のイベントやボランティアへの参加 

  『はりま風薫るフェスタ』、『大中遺跡まつり』、『ふれあいフェスタ』での出店活動や、マックスバ

リュ東加古川店での 24 時間テレビの募金活動、『加古川ツーデーマーチ』のスタンプボランティ

ア、『春の文化祭』『秋の文化祭』『光のアートフェスタ』でのステージ出演（合唱）に参加し、地

域との交流を図った。 

  ２、ちかつカフェの開催 

   障がいの理解や地域活動支援センターの啓発を目的とし、月に 1 回『ちかつカフェ』を開催し、地 

域の人々に展示や実際の活動風景を見ていただく機会を持った。9 月からは加古川の NPO 法人シ

ミンズシーズと協力してライズアップ＋の普及啓発を行った。 

  ３、ライズアップ＋通信の発行、およびウェブサイトの更新 

   月に 1 度、活動の様子や今後のスケジュールなどを掲載した『ライズアップ＋通信』を発行し、利 

用者以外にも播磨町役場福祉グループへの設置や、アエソンのウェブサイトへの掲載を行った。ま

た、活動の様子をブログにて公開した。 

 

【ⅩⅢ 保護者会活動】 

 ・保護者会を設けていないため保護者会活動はないが、年に 1 回（年度末）に『活動報告会』を開催 

し、保護者が集まる機会を設けている。（平成 31 年 3 月 27 日） 

 

【ⅩⅣ ボランティア】 

１、美文字指導（福田先生） 月 1 回 

２、絵画指導（森本先生）  月 1 回 ※平成３１年３月で一旦終了  

３、水引指導（辻先生）   月 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



播磨町地域自立支援協議会運営等事業報告  （播磨町の事業として、アエソンが受託） 

 

【Ⅰ 会議回数】 

①推進会議 2 回   

②運営会議 8 回 新島連絡協議会へのアピール 2 回 3 市 2 町自立支援協議会連絡会 1 回 

③全体研修会 2 回 

③そだつ部会 6 回 かけはし CAFE2 回、かけはし CAFE 予備日開催１回、就学サポート会議 2 回 

④くらす部会 6 回 播磨町福祉会館キッチンスタジオを用いた障害者親子の集える場づくり 2 回 

⑤はたらく部会 6 回 はたらくみんなのお茶会 1 回  

はたらく現場見学（ハリマ化成株式会社 加古川製造所)1 回 

⑥まもる部会 2 回 相談支援体制 地域生活支援拠点等の整備について 

  

【Ⅱ 活動詳細】 

１、全体研修会 

8 月 10 日『かかわりたいけどかかわり方がわからない⁉発達が気になる子の正しい理解とかかわり』 

講師：兵庫県立尼崎総合医療センター 石原剛広氏 播磨町教職員の研修と合同開催 

2 月 7 日『障害って何？～障害平等研修(DET)から障害観を捉えなおす～』  

講師：桜美林大学 谷内孝行氏 播磨町民生・児童委員協議会と合同開催 

 

２、播磨町地域自立支援協議会のホームページの管理更新 

   会議等の報告、研修会案内等情報等掲載 

 

３、ユニバーサルスポーツ交流大会 広報・運営協力    

 

４、権利擁護まちづくり委員会関係 参加 

  委員会会議 6 回 研修会 2 回 

11 月 13 日『法令を遵守した支援～虐待と記録～』 河原正明氏 

11 月 30 日『家庭裁判所に聞いてみよう！成年後見制度って何ですか？』姫路家裁 

 

５、県防災モデル事業 

会議 4 回 避難訓練 1 回 播磨町防災研修 1 回 

防災力向上研修基礎講座 1 回 防災力向上研修応用講座 1 回 

災害時ケアプランコーディネーター養成研修 

 

６、JA 兵庫南農福連携打ち合わせ会 1 回 

 

 

 

 

 



指定相談支援事業所ライズアップ 事業報告 

 

１、障害児相談支援事業 45人 特定計画相談 58人   

計画作成者  103人（播磨町 94人、 加古川市 6人、稲美町 3人） 

    計画 147 モニタリング 234 

 

２、事業所内カンファレンス 

  毎月 1回 件数、事務処理状況等確認、相談員各自からの状況報告 

 

３、事務処理等マニュアルの更新 

 

４、播磨町自立支援協議会へ参加 

   

５、一般社団ひょうご相談支援ネットワーク  団体会員 

    定例総会出席 西宮   政本 

臨時総会出席 姫路商工会議所  政本 

６、東播磨相談支援者チーム  

 連絡会 5回  

 

７、その他の研修参加 

6月 2日    「どうなる相談支援の未来は？報酬改定のポイントと今後の課題」 

         厚労省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課地域生活支援室 

相談支援専門官 大平眞太郎氏 加古川総合福祉センター 参加:政本 

8月 28日    地域移行地域定着研修受講  播磨サナトリウム 参加：政本 

9月 10・11日  災害時ケアプランコーディネーター養成研修 参加：政本・藤原 

人と防災センター 

11月 11日    総合相談連絡会 参加：政本・藤原 

11月 11日    東播臨海精神保健協会精神保健支援者研修会 参加：政本・藤原 

「精神障害者がいきいきと暮らせるために支援者ができること」 

日本福祉大学福祉経営学部教授 青木 聖久氏 

11月 16日    チーム支援ネット相談員連絡会 参加：政本・藤原 

障害者総合相談支援センターにしのみや 中山猛氏  

11月 18・19日  強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）参加：政本 

12月 17・18日  強度行動障害支援者養成研修（実践研修）参加：政本 

12月 13日    相談支援専門コース別研修（意思決定支援） 

         和泉短期大学児童福祉課教授 鈴木敏彦（元専門官）参加:政本 

  1 月 6 日     石が池自治会 避難訓練 参加：政本・藤原 

  1月 18日    相談支援専門コース別研修（地域生活拠点） 

          愛知県田原市障害者総合相談センター長 新井在慶氏 参加：政本 

 



８、資格取得 

      強度行動障害支援事業所加算 受講：政本和子 

      精神保健事業所加算 受講：政本和子、藤原桂子 

      サービス管理責任者 受講：政本和子 

      兵庫県災害時ケアプランコーディネーター養成研修 受講：政本和子、藤原桂子 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



法人の事業報告 

【Ⅰ 会議等】 

１、2018年度総会 6月 7日、理事会 （法人住所の変更） 

２、監査 毎月 1回 

３、職員全体会議毎月第 1水曜（原則）開催 

 

【Ⅱ 人材育成事業】 

１、リンクワークスとの会議 ９回  

（１）共催事業 

 ①発達障害のある子どもの支援ミーティング vol.７ 2019年 2月 20日 

   基調講演「そうだったのか！発達障害の世界」石川道子氏（医師）   

（２）リンクサポート職員研修 

  11月 6日 ガイダンス NPOアエソン 政本代表  

  12月 4日 職員としての心得  児島文子氏 

  1月 15日 障害のある子の理解とかかわり方 福原正将氏 

  2月 5日 保護者の気持ちの理解 中田眞里氏 

  3月 5日 スマホネック・側弯予防  田村亜紀 氏 

【Ⅲ 家族支援】 

１、Bubu  7回 

２、個別心理相談毎月 1回  中田眞里氏 

３、ファイザー助成金関係（１）2018年 4月～12月分  

 （１）「ママたちの困った！にこたえる講座」 

   第 2回 2018年 4月 26日（木）9:45～12:00 地域連携交流施設 

講師：橋本美恵氏（ひょうご発達障害者支援センタークローバー） 

「トイレットトレーニング」 

第 3回 2018年 5月 24日（木）9:45～12:00地域連携交流施設  

講師：福原正将氏（あかりの家、児童発達支援管理者）「じっと座ってくれない」 

   第 4回 2018年 6月 21日（木）9:30～12:00 地域連携交流施設  

講師：福原正将氏（あかりの家、児童発達支援管理者）「こだわり、気持ちの切り替え」 

   第 5回 2018年 7月 21日（木）9：30～12：00地域連携交流施設  

講師：橋本美恵氏（ひょうご発達障害者支援センタークローバー）「偏食や食べ方の工夫」 

第 6回 2018年 9月 27日（木）9：30～12：00 地域連携交流施設  

講師：浅原奈緒子氏（株）ソワサポート「できることを増やすかかわり」 

   第 7回 2018年 10月 25日（木）9：30～12：00 地域連携交流施設  

講師：柏木輝恵氏 「当事者の親である自分だからサポート出来る」 

（２）子どもの発達が気になるママの子育て・子育ち講演会 

2018年 12月７日（金）9:50～11:50 場所：播磨町福祉しあわせセンター 

講師：石原剛広（兵庫県尼崎総合医療センター 小児科/児童精神） 

「発達障害ってどんなん？」理解とかかわり方」参加者：68人 

 



【Ⅳ 勉強会】 

 晩御飯の会 こども食堂、ワーカーズコープ、休眠預金等 

 

【Ⅴ 関係団体の役員、会議出席】 

１、 行事・会議等 

 4月 11日～東はりま特別支援学校通学支援ボランティア 

  4 月 13日 播磨町権利擁護まちづくり委員会  

 5月 19日 はりまデザインラボ総会 

 6月  1日  2017年度アエソン理事会・総会 

 6月  2日  兵庫県相談支援ネットワーク総会 

 6月 28日 播磨町権利擁護まちづくり委員会 

  7月  9日  防災力向上研修（基礎編） 

 7月 13日 東はりま特別支援学校評議委員会 

 7月 15日 播磨町防災理解促進研修 

 7月 24日  はりまデザインラボ定例会 

 9月 26日 はりまデザインラボ定例会 

9月 26日 播磨町障害児者スポーツ振興協議会 総会 

10月 9日   播磨町権利擁護まちづくり委員会 

10月 19日 法人臨時理事会（書面審理・住居表示変更に伴う登記） 

10月 23日 はりまデザインラボ定例会 

11月 13日 播磨町権利擁護まちづくり委員会 研修会「記録の書き方」 

11月 19日 防災力向上研修（応用編） 

11月 30日 播磨町権利擁護まちづくり委員会 研修会「成年後見の実際」 

12月 3日 播磨町権利擁護まちづくり委員会 

12月 10日 播磨町障害児者スポーツ振興協議会  

1月 22日 播磨町障害児者スポーツ振興協議会 

1月 29日  播磨町福祉施策推進会議 

2月 20日 発達障害のある子どもの支援ミーティング 石川道子氏 

 2月 25日 東はりま特別支援学校評議委員会  

 3月 18日 東播磨町障害児者スポーツ振興協議会 

3月 22日 兵庫県事業所説明会 

 3月 25日 ユニバーサルスポーツ交流大会 

 

２、はりまデザインラボ関係 

  定例会 毎月 1回  19時～ 理事会・総会 5月 19日 


